
一
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／
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画
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ﾐ 灘
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霊
龍

／
ブ
フ
く

れ
ん
さ
い
競
作
リ
レ
ー
漫
画
｝
ｌ
上
り１１

猫
じ
ゃ
ら
し

缶

§S食魚食'へ､、

z諭釧W鯉Ｉ
肺 ,＜

鋤
へ.』

巴

１１
霞必

’

／
〉
グ

Ｉこ
ん
な
部
屋
に

オ
ー
デ
ィ
オ
を
置
き

ｌ
ｌ
寝
る
Ｉ

←

ｇＩ
ズハ

Ｙ
f竺一≧弟誘

、

ＩＩ mIil
１
卓一 １
卓一

鏑

巴

〃

／

Ｗ卜

｛

囲

.．．．‘：：：ろ・・・.．‘a ●●

●●巳●●●●■●●申O●■■｡■■●■■もＯＢ七色６０●p■cOU●■●●■●G●■◆ﾛ- ■●●◆a ●■９｡ ●■凸● ｡ B ■◆ ｡

悪
い
の
か

寝
て
る

う
去
一
に

ス
プ
ラ
ッ
タ

は
な
い
ぜ
、

、

ＣＧＣ○も○ジシ”。.．.。．, .

::鋪I黙〃

で
ネ
ッ
ト
‐

は
ず
し
と
こ

Iまて

腸Ｉ〃

霞 Z

〃
７
肘
Ⅵ
、
画 灘＃

〃 j』j 』

７
肘
Ⅵ
、
画 １

１４６
１

鋤
○脅○ 'ﾐﾕ４ｂＷ（毎 'ﾐﾕ４
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も
れ
て
る

な
ん
か
？

音
が
〃や
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河
手
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く
方
が
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Ｕ
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鰯
勅使川原三郎

東後賞勝で
京パしを準
でリ以受優

介
演
出
に
よ
り
オ
ペ
ラ
上
演
さ

れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
舞
台
美
術

家
デ
シ
ラ
ス
に
よ
る
本
格
的
装

置
、
関
西
二
期
会
を
含
め
た
一

流
の
歌
い
手
た
ち
と
、
見
せ
場

聞
か
せ
ど
こ
ろ
が
随
所
に
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
⑩
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
魔
弾
の
射
手
」
係

，
》
い
』
“
厚
，
舞
踊

ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
慰
め
）
、
全
６

曲
、
孤
独
の
な
か
の
神
の
祝
福
、

葬
送
曲
、
他
に
シ
ョ
パ
ン
の
バ

ラ
ー
ド
全
４
曲
が
予
定
さ
れ
、

そ
の
絶
妙
な
演
奏
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
披
露
さ
れ
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
の
上
神
戸
っ
子
「
ボ
レ
ッ
ト
」
係

★
オ
ペ
ラ
「
魔
弾
の
射
手
」

、
月
銅
日
（
日
）
皿
時
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
一
般
３
０
０
０
円
学
生
１
５
０

０
円ウ

エ
ー
琴
ハ
ー
の
傑
作
の
ひ
と

つ
で
「
花
嫁
の
冠
を
編
み
ま
し

畠

国
・
※

☆
ホ
ル
ヘ
・
ボ
レ
ッ
ト
・
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ボ
レ
ッ
ト
は
現
存
す
る
唯
一

の
リ
ス
ト
直
系
の
孫
弟
子
で
、

「
ロ
マ
ン
派
ピ
ア
ノ
演
奏
を
代

表
す
る
最
後
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ

唇
た
わ
る
ビ

美
ク
タ
ー
。

辺
彼
に
絶
え

渡
ず
送
ら
れ

瀞

１
１４８
１

ょ
う
」
や

「
狩
人
の

喜
び
」
な

ど
で
知
ら

れ
る
名
曲

が
鈴
木
敬

－
ソ
」

と
言
わ

れ
る
。

リ
ス
ト

の
コ
ン

へ
一
戻
っ
て

去
く
る
。

癖
そ
し
て

句
一
人
、

篭
一
人
、

一
」銅

華
赴
榊

た
て
続
け
に
公
演
を
行
い
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
ト
の
仕
掛

人
と
し
て
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ

る
彼
の
関
西
初
の
公
演
。
今
回

は
モ
デ
ル
の
山
口
小
夜
子
も
加

わ
り
神
秘
に
満
ち
た
精
神
世
界

で
見
る
者
を
魅
了
す
る
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
３
組
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の

上
神
戸
っ
子
「
勅
使
川
原
三
郎
」
係

☆
松
山
バ
レ
エ
団
公
演
「
バ
ラ

ン
シ
ン
の
夕
べ
」

ｍ
月
肥
日
（
火
）
哩
時
釦
分
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
Ｓ
７
０
０
０
円
Ａ
６
０
０

，
噸
０
肥
咋
弥
部
『
円
（
民
音
会
員
は
各

☆
勅
使
川
原
三
郎
ダ
ン
ス
公
演

「
石
の
花
」

ｍ
月
蛎
日
（
土
）
狙
時
坊
日
（
日
）
Ⅳ

時
神
戸
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル

３
５
０
０
画
僻

加
年
フ
ラ
ン
ス
〃
バ
ニ
ョ
レ

国
際
舞
踊
振
付
コ
ン
ク
ー
ル
〃

★
劇
舎
塁
気
楼
公
演

「
夏
の
思
い
出
」

、
月
８
日
（
土
）
四
時
９
日
（
日
）
、

日
（
月
）
皿
時
ラ
ピ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
ぜ

い
で
ん
南
館
８
Ｆ
）
１
８
０
０
円

夏
休
み
を
終
え
た
新
学
期
の

教
室
に
女
生
徒
た
ち
が
元
気
に

今
世
紀
最
大
の
振
付
家
ジ

ョ
ー
ジ
・
バ
ラ
ン
シ
ン
の
作

て
く
る
疎
遠
の
妻
か
ら
の
愛
に

満
ち
た
手
紙
…
…
。

森下洋子・清水哲太郎
のＩダれ上３品
美自ンる演作か
し体サ。さがら

《
岬
》
》
古
典
芸
能

垂
慰
灘

”
搾
羅
岬
哩
演
劇

灘
み
の
思
い
出
を
語
り
出
す
。
絵

日
記
、
海
水
浴
…
過
去
へ
過
去

へ
逆
の
ぼ
っ
て
子
供
時
代
を
生

き
よ
う
と
す
る
彼
女
ら
。
脚
本
、

演
出
は
棚
橋
洋
一
、
原
作
は
劇

団
青
い
鳥
の
市
堂
令
。

☆
地
人
会
公
演

「
青
い
紙
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

労
働
組
合
の
役
員
を
加
年
も

務
め
今
は

吾
繍
蕊
》
縛
鋳
灘
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☆
予
告
さ
れ
た
殺
人
の
記
録

、
月
上
旬
よ
り
「
新
ア
サ
ヒ
劇
場
」
に
て

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
５
０
０
円
大

高
生
１
３
０
０
円

カ
リ
ブ
海
を
舞
台
に
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
る
謎
に
満
ち
た
復
讐

匠
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ロ
ー
ジ

監
督
が
映
画
的
手
法
を
駆
使
し

て
描
い
た
文
芸
大
作
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
で
の
大
が
か
り
な
ロ
ケ
が

宿
命
的
事
件
を
よ
り
リ
ア
ル
に

映
し
出
し
て
い
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
、
氏
名
を
明

記
し
神
戸
っ
子
「
映
画
招
待
」
係

１
１４９
１

ご
・
．

☆
宮
田
雅
之
切
り
絵
展

、
月
５
日
（
水
）
１
ｍ
日
（
月
）
加
時
ｌ

廻
時
神
戸
そ
ご
う
新
館
７
階
特
別
伽
会

場
入
場
無
料

鋭
い
刀
（
と
う
）
の
先
端
に

魂
と
熟
練
の
技
を
秘
め
絵
筆
に

代
わ
る
自
由
さ
で
絶
妙
の
線
を

★
鼓
童
ｌ
原
始
の
音
を
鼓
舞
し
つ
つ
１

，
日
（
火
）
塑
時
鋤
分
神
戸
国
際
会

館
３
３
０
０
円
（
民
音
会
員
３
０
０

０
画
Ｕ

☆
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
楽
団

哩
日
（
水
）
狙
時
鋤
分
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
Ｓ
５
０
０
０
円
Ａ
４
０
０

０
円
Ｂ
３
０
０
０

★
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
あ
な
た
に

哩
日
（
水
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円

☆
丸
山
有
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

週
日
（
木
）
四
時
神
一
足
巾
立
博
物
館

２
５
０
０
円
終
洩
後
ワ
イ
ン
パ
ー
テ

ィ
あ
り
（
別
料
金
）

★
キ
ャ
ト
ル
・
ロ
ゾ
ー
・
サ
キ
ソ
フ
ォ

ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
リ
サ
イ
タ
ル

理
日
（
金
）
四
時
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー
ル

２
５
０
０
ｍ
い

★
ニ
キ
ル
・
ベ
ナ
ル
ジ
ー
・
メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト

妬
日
（
土
）
超
時
パ
ー
ズ
ピ
ル
（
Ｊ

Ｒ
住
吉
駅
西
へ
５
分
）
２
３
０
０
円

中
川
博
志
、
辻
口
誠
治
ほ
か

★
原
公
一
ギ
タ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル

蛎
日
（
日
）
墾
時
釦
分
神
戸
ユ
ニ
オ

ン
教
会
２
０
０
０
円

園
音

楽 「虫の声」

一谷雅くし切
郎I 崎之宮てり
の潤・田い出

挿
絵
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来
、
海
外
に
も
幅
広
く
活
躍

す
る
氏
の
世
界
を
紹
介
。
優
美

な
平
安
朝
を
描
い
た
「
万
葉
恋

歌
」
も
特
別
出
品
さ
れ
る
。

☆
香
雪
美
術
館

「
館
蔵
の
名
刀
展
」

、
月
錘
日
（
金
）
１
浬
月
皿
日
（
日
）
、

時
Ｉ
面
時
（
開
期
中
無
休
）
呑
雪
美
術
館

（
阪
急
御
影
駅
下
車
歩
五
分
）
大
人
５
０

０
円
中
学
生
以
上
３
０
０
円

朝
日
新
聞
社
を
創
設
し
た
村

山
龍
平
翁
（
号
香
雪
）
に
よ
っ

て
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
し

て
収
集
さ
れ
た
古
美
術
品
の
数

多
を
所
蔵
す
る
香
雪
美
術
館
。

質
、
量
と
も
に
届
指
の
武
器
武

★
劇
団
民
芸
公
演
「
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス

キ
イ
の
妻
を
演
じ
る
老
女
優
」

８
日
（
土
）
鵡
時
鵡
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
一
般
３
０
０
０
円

☆
劇
団
ふ
お
る
む
公
演
「
大
ど
ろ
ほ
う

ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ
に
ご
用
心
剛
」

８
日
（
土
）
四
時
９
日
（
日
）
、
日

（
月
）
皿
時
、
時
釦
分
芦
屋
ル
ナ

小
ホ
ー
ル
大
人
２
０
０
０
円
中
高

生
１
７
０
０
円
小
学
生
１
５
０
０
円

★
演
劇
集
団
円
公
演
「
真
昼
に
分
か
つ
」

皿
日
（
金
）
皿
時
超
時
鋤
分
ピ
ッ

コ
ロ
シ
ア
タ
ー
一
般
４
０
０
０
円

中
高
生
２
８
０
０
円

☆
上
海
京
劇

ｕ
月
３
日
（
木
）
超
時
躯
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
３
０
０
０
円
Ａ

２
０
０
０
円
Ｂ
１
０
０
０
円

★
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
に
よ
電
ハ
ー
ベ

ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

逓
日
（
日
）
型
時
田
崎
ホ
ー
ル
（
エ

ス
パ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
）
一
般
１
５
０

０
円

★
神
戸
室
内
合
奏
団
渡
逼
康
雄
指
揮

デ
ビ
ュ
ー

妬
日
（
水
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
般
２
５
０
０
円

妬
演

劇

展パ☆神展神グ☆山中☆松飯菅☆第ガ京展ア☆
ｌ心戸戸ル画田村ギ尾原野そ２０し洛１大
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ワコｌキえ本展じ個展女画う兄奇廊
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８画３０２３品１６９２３３１２４１７１２５１９ユユ界

ガ
ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

忽
鳶

★
市
民
映
画
劇
場
「
眺
め
の
い
い
部
屋
」

皿
日
（
金
）
超
時
鋤
分
晦
日
（
土
）

迦
時
、
時
晦
分
塑
時
訓
分
シ
ー

ガ
ル
ホ
ー
ル
８
０
０
円

☆
シ
ー
ガ
ル
名
画
劇
場

日
本
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
「
飢
餓
海
峡
」

虹
日
（
金
）
皿
時
肥
時
鋤
分
シ
ー

華々しい結婚式の
あとに待つ復讐劇･ ･ ･

小のマル家べ劇
説同ルシＧル。
を名ケア ･ 賞ノ
名のスⅡガ作Ｉ

★
幾
代
恋
路
・
舞
踏
公
演
「
白
荘
透

明
」
あ
く
ま
で
透
明
な
諏
沌

鋤
日
（
日
）
塑
時
ゴ
ー
フ
ル
劇
場

（
神
戸
凧
月
並
ポ
ー
ト
ピ
ア
）
２
８
０

０
円

☆
秋
の
民
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

配
日
（
日
）
、
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
５
０
０
円

☆
合
同
バ
レ
エ
の
夕
べ

、
日
（
月
）
灯
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

☆
劇
団
ら
せ
ん
館
「
か
け
き
よ
物
語
」

９
日
（
日
）
１
超
日
（
火
）
皿
時
廻

時
近
松
の
芝
居
小
屋
（
阪
神
抗
瀬
駅

よ
り
北
西
徒
歩
７
分
）
一
般
２
０
０
０

円
大
学
１
７
０
０
円

，
》
吟
》
画
院
，
舞
踊

か
ら
今
回
は
刀
剣
を
中
心
に
展

示
さ
れ
る
。賃

： 映
画 目

云
コ

群
し
‐
ク

癖
シ
ョ

長
ン
の

雨
な
か
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ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
描
く

･淀↓M;蕊寿。摺
ん
し
ょ
く

わ

男
色
の
サ
ロ
メ
を
ワ
イ
ル
ド
は
星
の
輪
で
包
み
月
の
ベ
ー
ル
を

か
け
た
。
ピ
ア
ズ
リ
ィ
の
さ
し
絵
が
サ
ロ
メ
を
香
水
に
し
た
。
『
サ

ロ
メ
』
の
第
一
幕
は
〃
今
宵
の
月
は
レ
モ
ン
色
″
と
武
士
の
ふ
た

ま
く

胸
ソ
が
恐
ろ
し
げ
に
語
り
合
う
と
こ
ろ
か
ら
幕
を
開
け
る
。
「
サ
ロ

メ
」
は
静
か
に
そ
し
て
い
き
を
呑
む
舞
台
劇
。
こ
れ
は
何
度
も
禁

や

止
と
な
っ
た
。
あ
胴
ソ
と
あ
ら
ゆ
る
舞
台
女
優
が
サ
ロ
メ
を
演
胸
ソ
た

ど
く

が
る
。
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
花
は
、
女
の
あ
こ
が
れ
。
し
か
も
毒
を

持
っ
た
花
。
こ
の
花
に
ふ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
命
を
う
ば
わ
れ
る
毒

花
。
こ
れ
ぞ
女
の
あ
こ
が
れ
。
そ
れ
が
何
度
も
上
演
禁
止
。
理
由

は
あ
ま
り
に
も
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
。
も
っ
と
き
び
し
き
理
由
は
男
の

首
に
接
吻
。
し
か
も
死
せ
る
男
の
首
に
。
さ
ら
に
理
由
を
つ
け
ら

く
ぴ
か
か

れ
て
サ
ロ
メ
が
男
の
死
せ
る
首
を
抱
え
た
と
き
サ
ロ
メ
の
白
い
上

着
の
う
ら
が
め
く
れ
る
や
そ
の
上
着
の
裏
の
白
い
布
は
真
赤
な
血

え
い
こ
ぐ

で
染
ま
御
ソ
、
血
を
す
す
る
が
ご
と
き
サ
ロ
メ
。
英
国
は
き
び
し
く

「
サ
ロ
メ
」
を
い
ま
し
め
「
サ
ロ
メ
」
を
英
国
か
ら
追
放
し
よ
う

と
し
た
。

そ
の
サ
ロ
メ
が
映
画
で
は
、
セ
ダ
・
バ
ラ
、
ナ
ジ
モ
ヴ
ァ
、
リ

タ
・
ヘ
イ
ワ
ー
ス
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
サ
ロ
メ
と
な
っ
て
登
場
し

と
お

た
が
実
は
そ
の
ど
れ
も
が
遠
く
ワ
イ
ル
ド
に
描
く
「
サ
ロ
メ
」
で

は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
ナ
ジ
モ
ヴ
ァ
の
「
サ
ロ
メ
」
（
一
九
二
三
）

を
私
は
神
戸
新
開
地
の
松
本
座
で
見
た
。
こ
の
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
の

１
ナ
イ
ト
映
画
を
松
本
座
が
ひ
と
こ
ろ
独
占
し
て
い
た
。
こ
の

「
サ
ロ
メ
」
は
美
し
か
っ
た
。
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
夫
人
で
舞
台
美

術
家
の
ナ
タ
ァ
シ
ャ
・
ラ
ム
ボ
ウ
が
ナ
ジ
モ
ヴ
ァ
と
レ
ズ
ビ
ア
ン

な
か
の
仲
と
な
り
ナ
ジ
モ
ヴ
ァ
の
「
椿
姫
」
（
一
九
一
一
一
）
も
ナ
タ
ァ

シ
ャ
の
セ
ッ
ト
美
術
デ
ザ
イ
ン
に
依
っ
た
映
画
。
と
く
に
ナ
ジ
モ

ヴ
ァ
の
「
サ
ロ
メ
」
は
バ
レ
エ
・
ス
タ
イ
ル
で
、
か
つ
て
こ
れ
ほ

ど
ま
で
の
ざ
ん
し
ん
な
セ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
と
衣
裳
は
ダ
グ
ラ
ス

の
「
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
盗
賊
」
（
一
九
二
四
）
く
ら
い
の
も
の
で
あ

ろ
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
ナ
ジ
モ
ヴ
ァ
の
「
サ
ロ
メ
」
に
し
て
も
当

時
の
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
美
術
に
酔
っ
た
だ
け
で
、
し
い
て
言
え
ば

ヨ
ハ
ネ
が
ま
っ
た
く
の
セ
ク
シ
ー
・
ム
ー
ド
・
ゼ
ロ
の
枯
葉
の
ご

と
き
男
を
も
っ
て
ヨ
ハ
ネ
に
し
て
い
た
こ
と
が
面
白
か
っ
た
く
ら

？

’
1５０
１

狂
気
の
「
サ
ロ
メ
」

い
・
「
偉
大
な
生
涯
の

物
語
」
（
一
九
六
五
）

は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
ス
の
監
督
大
作

だ
っ
た
が
こ
の
と
き
の

ヨ
ハ
ネ
は
チ
ャ
ー
ル
ト

ン
・
ヘ
ス
ト
ン
で
サ
ロ

メ
は
小
さ
な
と
い
い
た

い
走
り
回
っ
て
い
る
女

の
子
で
あ
っ
た
。
ス
テ

イ
ー
ヴ
ン
ス
は
サ
ロ
メ

ヘロデ幸上幸塩へロデア
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狩夢

蕊

を
冷
静
な
目
で
ま
と
も
に
描
き
遠
く
ワ
イ
ル
ド
の
「
サ
ロ
メ
」
か

は
虻

ら
か
け
離
れ
た
サ
ロ
メ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

さ
て
今
回
は
そ
の
名
を
聞
く
も
楽
し
く
も
お
そ
ろ
し
き
イ
ギ
リ

ス
生
れ
の
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
監
督
の
「
サ
ロ
メ
」
（
一
九
八
七
）
。

こ
れ
を
輸
入
し
た
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
ン
社
に
感
謝
し
た
い
。
こ
こ
に
サ

ロ
メ
は
実
体
を
さ
ら
け
だ
し
た
。
九
十
五
年
ま
え
オ
ス
カ
ー
・
ワ

イ
ル
ド
は
「
サ
ロ
メ
」
を
書
い
た
。
こ
の
あ
と
四
年
フ
ラ
ン
ス
に

逃
れ
た
が
、
ワ
イ
ル
ド
は
同
性
愛
と
い
う
よ
り
も
貴
族
の
息
子
と

の
男
色
関
係
で
一
一
年
の
監
獄
生
活
の
あ
と
フ
ラ
ン
ス
に
逃
れ
パ
リ

で
死
亡
し
た
。

あ
い

男
で
あ
る
ワ
イ
ル
ド
が
相
手
を
愛
す
る
声
」
と
を
男
の
ゆ
え
に
法

し
っ
ぴ
つ

の
手
で
許
さ
れ
な
か
っ
た
ワ
イ
ル
ド
は
「
サ
ロ
メ
」
を
執
筆
し

総§

l 鰯蕊露謹鐙

I 呂刃

１
１５１
！

ワイルドと皿の上のヨハネ

た
。
い
く
ら
愛
し
て
も
許
さ
れ
ぬ
愛
ゆ
え
に
そ
の
男
の
首
を
切

り
、
こ
こ
に
思
う
一
念
そ
の
首
に
接
吻
し
得
た
が
、
そ
の
と
き
義

父
の
ヘ
ロ
デ
が
サ
ロ
メ
を
狂
気
し
た
と
叫
び
武
士
た
ち
の
楯
で
圧

す
立

死
さ
せ
た
。
大
正
の
初
め
私
は
神
戸
の
来
楽
館
で
松
井
須
磨
子
の

サ
ロ
メ
を
見
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
あ
と
須
磨
子
は
自
殺
し
た
は

ず
だ
。
小
学
一
年
生
に
な
る
や
な
ら
ず
の
私
は
こ
の
舞
台
で
サ
ロ

メ
が
六
名
く
ら
い
の
武
士
の
楯
に
と
り
か
こ
ま
れ
次
第
に
押
さ
れ

に
押
さ
れ
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
武
士
た
ち
の
足
も
と
に
倒
れ
て
、
こ

玄
わ

ろ
げ
回
っ
て
苦
し
み
う
め
き
死
ぬ
そ
の
と
き
の
彼
女
の
キ
ラ
キ
ラ

光
っ
た
み
ど
り
色
の
衣
裳
そ
れ
が
男
た
ち
の
足
の
あ
い
だ
か
ら
見

え
た
の
が
こ
わ
か
っ
た
。

サ
ロ
メ
は
オ
ペ
ラ
に
も
な
り
舞
踊
に
も
な
り
、
東
京
で
ジ
ジ
・

ジ
ャ
ン
メ
ー
ル
の
「
サ
ロ
メ
」
を
見
た
と
き
は
サ
ロ
メ
が
ヘ
ロ
デ

漢
納

の
命
令
で
踊
り
な
が
ら
七
枚
の
衣
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
と
こ
ろ
を
満

ざ
ね

月
に
か
か
っ
た
七
枚
の
う
す
絹
の
雲
が
踊
り
に
あ
わ
せ
一
枚
づ
っ

地
上
に
落
ち
て
く
る
演
出
が
面
白
か
っ
た
。

さ
て
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
「
サ
ロ
メ
」
は
、
ま
さ
に
少
年
と
し

か
思
え
な
い
イ
モ
ジ
ェ
ン
・
ミ
ラ
イ
ス
リ
ス
コ
ッ
ト
と
い
う
異
様

な
若
い
チ
ン
ピ
ラ
め
い
た
新
人
女
優
を
用
い
彼
女
は
し
か
し
、
見

事
に
ワ
イ
ル
ド
の
「
サ
ロ
メ
」
の
名
舗
詩
を
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
も

そ
の
鼻
の
下
に
は
う
す
ひ
げ
が
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ロ
メ

の
妖
美
は
根
こ
そ
ぎ
も
ぎ
と
ら
れ
へ
ロ
デ
の
前
で
、
皮
を
む
い
た

バ
ナ
ナ
を
口
に
ほ
お
ば
る
と
こ
ろ
の
わ
い
せ
つ
さ
、
そ
し
て
母
の

ヘ
ロ
デ
や
、
こ
の
ひ
と
だ
け
は
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
お
気
に
入
り
の

グ
レ
ン
ダ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
扮
し
、
こ
の
映
画
の
榊
成
は
、
い
か

や
か
た

が
わ
し
き
男
娼
の
館
に
ワ
イ
ル
ド
自
身
が
登
場
し
彼
が
自
分
の

「
サ
ロ
メ
」
の
舞
台
を
床
の
上
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
か
ら
だ
を
の
ば

し
演
出
家
と
し
て
見
物
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
彼
が
こ
の
家
で

少
年
と
接
吻
す
る
と
こ
ろ
ま
で
見
せ
、
「
サ
ロ
メ
」
第
一
幕
の
〃
今

か
わ

宵
の
月
は
レ
モ
ン
色
．
：
…
″
と
い
う
そ
の
書
き
割
り
の
月
も
真
赤

に
し
た
り
、
そ
し
て
鉄
か
ど
の
中
か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
た
ヨ
ハ
ネ

は
ワ
イ
ル
ド
自
身
を
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
さ
せ
た
ご
と
き
ョ
ハ
ネ
。

ピ
ァ
ズ
リ
ィ
の
パ
リ
の
香
水
デ
ザ
イ
ン
、
月
下
の
妖
花
の
ご
と

き
、
こ
の
サ
ロ
メ
を
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
は
少
年
サ
ロ
メ
が
ヨ
ハ
ネ

の
大
切
な
と
こ
ろ
ま
で
切
り
落
さ
せ
た
の
で
は
と
思
え
る
ほ
ど
の

こ
れ
は
映
画
で
あ
っ
た
。
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努達剛調理長の技も冴えて／

可愛い人形が迎えてくれる

☆愛読者の皆さんへ
おいしいプレゼント

あられの小箱
味日伝あ可包
を本統ら愛み銀
、ののれい｛この

こ
だ
わ

り
を
持

ち
続
け
て
守
り
通
す
八
木

茂
さ
ん
。
直
径
５
ミ
リ
以

内
の
大
き
さ
で
も
し
っ
か

り
し
た
形
を
保
っ
て
い
る

の
は
、
独
特
の
製
法
が
あ

る
か
ら
と
か
・
「
機
械
化

が
難
し
く
、
大
切
な
所
は

や
は
り
手
作
り
ｉ
と
語
る

八
木
さ
ん
は
、
又
、
〃
お

か
き
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
″
で

も
あ
る
。
魚
や
梅
、
扇

等
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
あ

ら
れ
を
作
っ
て
い
る
。
「
風

見
鶏
等
、
神
戸
名
物
に
な鱗

、
耗
群
雲
僻
式
会
社
代
表
取
締
役

る
よ
う
な
お
か
き
を
作
り

た
い
一
と
意
欲
満
々
だ
。

回
形
も
味
も
大
き
さ
も
う
れ
し
い

オ
リ
ジ
ナ
ル
銀
包
装
３
種
類
１
セ

ッ
ト
を
旭
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

住
所
・
氏
名
・
河
を
記
入
の
う
え

一
び
っ
と
い
ん
。
あ
ら
れ
の
小

箱
」
係
ま
で

回
商
品
の
お
問
合
せ
は
宮
３
４
１

１
５
６
７
０
へ
ど
う
ぞ
。
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》
瀦
識
癖
鍵
灘
瀞
群

藤

鍵

貴方も本格派グルメに／

ふ
じ
ょ
し

匠
・
藤
吉
。
人
気
の
秘
密
は
あ

っ
さ
り
し
た
独
特
の
鰹
だ
し
に

あ
り
そ
う
だ
。
お
で
ん
の
ネ
タ

は
帥
種
余
り
。
大
根
、
里
芋
、

ご
ぼ
う
天
な
ど
、
い
く
ら
で
も

食
べ
ら
れ
る
か
ら
不
思
議
。
ユ

ニ
ー
ク
な
ネ
タ
も
続
々
登
場

で
、
茶
わ
ん
蒸
、
串
か
つ
ま
で

お
で
ん
な
な
っ
て
し
ま
う
。
「
素

●
神
戸

お
奨
め
ス
ポ
ッ
ト

肉
料
理

し
や
ぶ
花
、
心

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
４
‐

２
あ
じ
び
る
三
宮
４
．
５
Ｆ

貢
０
７
８
１
３
３
２
１
３
４
５
６

平
日
応
配
ｍ
ｌ
創
唖
、
土
・
日
祝

氾
盟
ｍ
ｌ
訓
唖
、
年
中
無
休

居
酒
屋
、
炉
端
焼
で
賑
わ

う
北
長
狭
通
の
あ
じ
ぴ
る
〃

し
や
ぶ
花
心
〃
・
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
、
す
き
や
き
、
焼
肉
、

鉄
板
焼
…
と
お
肉
の
食
べ
放

題
メ
ニ
ュ
ー
が
多
彩
に
そ
ろ

っ
て
い
る
。

一
口
に
〃
食
べ
放
題
″
と

い
っ
て
も
、
肝
心
の
肉
の
量

に
も
の
た
り
な
い
思
い
を
し

た
人
も
多
い
は
ず
。
「
花
心
」 あっさり薄味がお酒にピッタリ

は
自
慢
の
山
形
牛
を
は
じ
め
、

良
質
の
肉
を
た
っ
ぷ
り
用
意
し

て
い
る
の
で
安
心
。
こ
だ
わ
り

の
味
の
結
実
ｌ
特
上
和
牛
の

味
を
ど
う
ぞ
／
、

食
べ
放
題
は
１
９
８
０
円
よ

り
、
飲
み
食
べ
放
題
は
４
０
０

０
円
よ
り
、
い
ず
れ
も
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
・
焼
肉
・
鉄
板
焼
、
４

材
の
一
番
お
い
し
い
時
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
藤
田

店
長
。
全
国
各
地
の
酒
が
Ⅷ

種
。
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
、
静

か
に
流
れ
る
ジ
ャ
ズ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
、
伊
万
里
の
古
陶
器
で
一
品

ず
つ
供
さ
れ
る
お
で
ん
と
酒
に

舌
鼓
。
心
ま
で
ホ
コ
ホ
コ
温
ま

り
ま
す
。

直
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
割
－
２
サ
ン

メ
イ
ビ
ル
Ｂ
１
日
曜
休
５
１
躯
Ｐ
Ｍ

官
独
１
７
３
２
１

テ
イ
テ

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
に
Ⅱ
Ｅ
Ｉ
亜
Ｅ

ヤ
ム
チ
ヤ

朝
が
ゆ
・
飲
茶
が
０
Ｋ
／
、

こ
の
秋
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
、

素
敵
な
広
東
料
理
の
ｎ
Ｅ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
。
「
今
、
自
分

が
本
当
に
食
べ
た
い
味
、
本
当

に
行
き
た
い
店
で
、
自
宅
へ
友

人
を
招
く
よ
う
な
雰
囲
気
で
」

153 識１１

つ
の
味
が
セ
レ
ク
ト
で
き

る
。尚

、
同
店
で
は
数
々
の
特

典
を
集
め
た
「
グ
ル
マ
ン
ド

・
ク
ラ
ブ
」
を
新
た
に
発

足
。
入
会
金
は
千
円
、
有
効

期
間
は
１
年
間
。
入
会
は
直

接
同
店
で
。

■
し
や
ぶ
花
心
か
ら
「
ミ
ッ
ク
ス
コ

ー
ス
（
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
・
焼
肉
）
」

￥
１
９
８
０
を
３
名
様
で
５
組
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
住
所
・
氏
名

：
津

お酒落な店内

ﾕ 轟蓉慧致

蕊蕊蕊鍵蕊鍵製霧ffm鳶

然噌
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
郭
殖
隆
さ
ん
。

彼
の
心
意
気
を
感
じ
る
イ
ン
テ

リ
ア
は
漸
新
だ
け
ど
暖
か
く
、

嬉
し
い
こ
と
に
朝
が
ゆ
（
日
祝
）

や
飲
茶
を
昼
下
り
に
や
っ
て
い

る
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
６
０
０

円
か
ら
。
夜
の
フ
ル
コ
ー
ス
は

３
８
０
０
円
か
ら
。
味
は
広
東

料
理
の
本
格
的
な
味
に
、
ラ
イ

ト
感
覚
を
持
ち
こ
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
神
戸
ら
し
い
。

図
中
央
区
下
山
手
通
３
１
Ⅱ
１
打
月
曜

休
加
函
釦
Ｉ
型
“
伽
日
祝
は
Ⅶ
圭
帥

ｌ
創
叩
的
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
Ⅱ
叩
㈹
１

１
．
０

６
．
０

面
卸
１
６
８
８
８

★
大
正
ロ
マ
ン
の
料
理
を
表
現

「
美
食
倶
楽
部
」
神
戸
店

大
正
時
代
、
陶
芸
と
美
食
の

両
面
に
異
才
を
放
ち
、
独
自
の

境
地
を
拓
い
た
芸
術
家
。
北
大

路
魯
山
人
。
そ
の
魯
山
人
の
心

を
現
代
に
受
け
つ
ぎ
、
店
作
り

を
し
て
い
る
の
が
美
食
倶
楽

部
。
店
内
は
レ
ト
ロ
感
覚
で
、

シ
ッ
ク
な
ア
ー
ル
デ
コ
調
イ
ン

テ
リ
ア
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ロ
ー

ラ
ン
サ
ン
の
リ
ト
グ
ラ
プ
が
大

正
ロ
マ
ン
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ

る
。
お
す
す
め
は
魯
山
人
が
当

時
調
理
し
て
い
た
献
立
を
再
現

し
た
「
魯
山
人
コ
ー
ス
」
（
７

０
０
０
円
）
。
日
本
料
理
に
新

し
い
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
ラ
・

懐
石
」
（
４
０
０
０
円
）
な
ど
。

く
つ
ろ

寛
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
ぜ
ひ
一

度
。皿

中
央
区
北
野
町
１
１
３
新
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
３
五

官
血
１
２
８
０
０

議識罵爵

濠独吟

1灘！
悪

写真は￥2 9 8 0 のコース
で心やい弓神し雷・
ｰ ．‐んび戸てを年
係心、・つつ月記令
ま花しと子刊入。

鱗

店内には月変りでアートが飾られる
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今年の彫刻展の全景
テ後９る開の
１５時へ催４１
マ時ｌ午さ日
は､ 弓3 午前れ間

目
手
弁
当
で

華
参
加
で
き

唾
て
、
地
元

の
団
体
や

☆
芸
術
の
秋
、
彫
刻
の
秋
（
１
）

神
戸
で
一
番
新
し
い
海
上
文

化
都
市
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
。
そ

の
中
心
と
な
る
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
、
街
づ
く
り
の

構
想
に
添
っ
た
彫
刻
の
設
置
を

目
的
と
す
る
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ

る
。
テ
ー
マ
は
「
た
わ
む
れ
Ｉ

海
の
手
に
育
つ
子
供
た
ち
へ
の

贈
り
物
」
日
・
光
・
波
等
の
自

然
の
た
わ
む
れ
、
又
は
自
然
や

動
物
と
の
た
わ
む
れ
、
親
と
子

・
仲
間
た
ち
と
の
た
わ
む
れ
の

中
で
、
む
つ
み
・
慈
し
み
。
な

ど
み
・
和
ら
ぎ
を
表
現
す
る
も

の
。
優
秀
作
品
に
は
大
賞
５
０

０
万
円
他
が
贈
ら
れ
る
。
申
込

資
料
御
希
望
の
方
は
、
加
円
切

手
同
封
の
う
え
左
記
ま
で
。

〒
副
大
阪
市
北
区
堂
島
２
１
２
‐
２
、
近

鉄
堂
島
ピ
ル
加
Ｆ
、
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
六
甲

酪
発
事
業
部
内
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
彫
刻
展
委
員
会
事
務
局
」
ま
で
。

貧
０
６
１
３
４
４
‐
６
０
６
４

☆
芸
術
の
秋
、
彫
刻
の
秋
（
Ⅱ
）

新
鋭
作
家
を
世
見
に
紹
介
す

る
な
ど
、
数
多
く
の
成
果
を
収

め
て
き
た
「
神
戸
須
磨
離
宮
公

園
現
代
彫
刻
展
」
が
、
今
年
も
畑

ボ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
Ｉ
ナ
ル

司

夢
Ｌ－

ｏ

２１
= ＝ q 蚕盈一

iiiiiiiiiiii 世
紀
へ
向
け
て
ま
す
ま
す
心
の

豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

彫
刻
が
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り

と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
、
ど

の
よ
う
な
「
夢
」
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
問
う
。

☆
活
か
せ
町
並
み
、
創
ろ
う
景

観
。
兵
庫
・
町
並
み
ゼ
ミ

昨
年
ｍ
月
出
石
町
で
開
か
れ

他
府
県
か
ら
も
含
め
て
、
約
測

人
が
参
加
し
た
兵
庫
・
街
並
ゼ

ミ
が
今
年
は
伊
丹
市
で
開
か
れ

る
。町

並
み
ゼ
ミ
は
、
誰
で
も
が

月
１
日
（
土
）
ｉ
ｎ
月
加
日
（
木
）

有
志
、
自
治
体
が
中
心
に
な
っ

て
運
営
さ
れ
る
開
か
れ
た
ゼ

題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
た
応
募
票
を

貼
付
し
、
地
下
鉄
各
駅
又
は
交

通
局
管
理
課
（
〒
脳
中
央
区
雲

井
通
五
’
一
’
一
）
へ
加
月
孤

日
ま
で
に
。
入
賞
作
品
は
地
下

鉄
三
宮
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
展
示

さ
れ
る
。

ま
た
中
学
生
以
下
の
児
童
を

対
象
と
し
た
、
写
生
コ
ン
ク
ー

ル
も
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
如
月

議鍛謹蕊鍵蕊鍵皇､ 識川lllillllIllllⅢ

ミ
。
ま
じ
め
な
勉
強
、
報
告
以

外
に
も
、
懇
親
会
や
町
並
み
見

学
会
な
ど
の
楽
し
い
企
画
が
い

っ
ぱ
い
。

各
地
で
町
並
み
の
保
存
や
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

仲
間
が
、
伊
丹
に
集
ま
り
、
伊

丹
を
語
り
そ
し
て
阪
神
間
に
ま

で
夢
を
広
げ
て
い
く
、
そ
う
い

う
機
会
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

だ
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
兵
庫
・
町
並
み
ゼ
ミ
実
行
委

員
会
ま
で
。
恋
池
１
２
３
１
１

☆
沿
線
風
景
を
撮
ろ
う
ノ
．

神
戸
市
交
通
局
で
は
、
み
ど

り
の
Ｕ
ラ
イ
ン
に
ち
な
ん
だ
沿

線
の
風
物
人
物
、
イ
ベ
ン
ト
風

景
な
ど
の
写
真
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
う
。
兵
庫
県
在
住
の
方
で
、

聯

１
１５４
１

性Ｆ

サ
イ
ズ
は

》
恥
垢
皿
嘩

醒
切
り
、
白

年
黒
四
切
り

昨
以
上
。
作

品
の
一
曇
に

は
み
ょ
ん
ど
え
む
に
だ

ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
反
映
し
、
い
ま
韓
国
の
多
く
の
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
視
聴

覚
障
害
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
で
「
は
み

ょ
ん
ど
え
む
に
だ
」
と
い
う
名
の
愛

光
芸
術
団
が
来
日
し
、
手
話
で
荒
城
の

月
を
合
唱
し
、
韓
国
の
古
典
舞
踊
で
あ

る
扇
の
舞
を
演
じ
て
い
ま
す
。
は
み
ょ

ん
ど
え
む
に
だ
と
は
、
な
せ
ば
な
る

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
、
団
員
の
心
意

気
も
窺
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
夏
も
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
が
豊

富
で
し
た
。
障
害
者
の
「
は
み
ょ
ん

ど
え
む
に
だ
」
も
目
に
つ
き
ま
す
。
東

京
の
増
岡
さ
ん
は
足
が
不
自
由
で
す
が

朝
鮮
海
峡
を
二
八
キ
ロ
泳
い
で
七
月
十

九
日
に
釜
山
港
外
に
着
き
ま
し
た
。
一

方
釜
山
か
ら
は
韓
国
の
身
障
者
四
人
が

リ
レ
ー
で
八
三
キ
ロ
を
泳
い
で
八
月
五

日
朝
、
長
崎
県
上
県
町
に
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
ま
し
た
。
八
年
前
に
海
峡
横
断
に
成

功
さ
れ
た
コ
ー
チ
に
つ
い
て
の
特
訓
が

実
を
結
ん
だ
そ
う
で
す
。

神
戸
を
中
心
に
高
校
総
合
体
育
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
男
子
剣
道
で
は

宇
都
宮
学
園
の
坐
腕
の
池
田
選
手
の
活

踊
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
三
歳
の
時
、

交
通
率
故
で
手
を
失
い
ま
し
た
が
、
剣

道
を
心
の
支
え
と
し
て
立
派
に
成
長
し

ま
し
た
。
左
上
段
が
得
意
技
で
、
昨
年

は
県
予
選
で
三
位
、
今
年
は
県
代
表
の

栄
冠
を
狸
得
し
、
全
国
大
会
で
は
三
位

に
進
み
、
多
く
の
観
戦
者
に
爽
快
な
イ

メ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

聖
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

曲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
・
郵
便
局
の
隣

砥
話
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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》
嬢
世
界
各
国

録
の
民
族
舞

封
踊
団
が
共

織
司
に
集
い
、

、
日
（
祝
）
加
時
１
超
時
、
総

合
運
動
公
園
駅
周
辺
で
写
生
大

会
も
行
わ
れ
る
。
全
て
問
い
合

わ
せ
は
交
通
局
管
理
課
密
捌
Ｉ

７
４
０
３
ま
で
。

☆
１
５
０
０
郡
の
大
瓶
シ
ャ
ン

ペ
ン
で
、
Ⅲ
回
記
念
を
祝
う
／
、

神
戸
ワ
イ
ン
。
サ
ロ
ン
（
長
島

隆
会
長
）
が
、
加
年
前
に
誕
生

し
、
加
月
１
日
で
Ⅲ
回
目
の
例

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
記

念
パ
ー
エ
ィ
ー
「
蔑
国
萄
萄
酒

催
す
る
（
６
時
よ
り
）

一
番
の
呼
び
も
の
は
、
１
５

０
０
減
の
大
瓶
シ
ャ
ン
。
ヘ
ン
を

サ
ー
ベ
ル
で
開
栓
す
る
難
し
い

儀
式
「
サ
ベ
ラ
ー
ジ
ご
・
こ

れ
を
日
本
有
数
の
グ
ラ
ン
・
ソ

ム
リ
エ
が
披
露
す
る
。
ま
た
日

本
で
は
前
例
の
な
い
巨
大
シ
ャ

ン
。
ヘ
ン
（
躯
２
、
普
通
瓶
加
本

分
、
サ
ロ
ン
創
立
の
１
９
７
９

年
産
）
の
冷
却
法
や
サ
ー
ビ
ス

法
も
楽
し
み
。

当
夜
の
ワ
イ
ン
の
取
揃
え
も

１
９
７
９
年
産
を
中
心
に
、
神

戸
ワ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル

メ
垂
誕
の
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
ま
で

巨
大
瓶
で
揃
い
圧
巻
。

☆
居
留
地
に
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

が
お
似
合
い

リ
ブ
ラ
ブ
ウ
エ
ス
ト
、
ブ
ロ

ッ
ク
卵
、
と
旧
居
留
地
界
隈
の

麓

虎
酔
〃
の
絶
唱

。

９
９
０
円
）

チ
黒
リ
ー
プ
ロ

ッ
サ
ム
物
語

原
作
／工藤

純
子

マ
ン
ガ
／
伊
吹
峻

内
田
ひ
ろ
き

長
の
宴
」

』
を
、
相

島
楽
園
会

長
館
で
開

虎
酔
俳
句
集

木
割
大
雄

跳
び
箱
十
段

と
ん
だ
／

水
野
茂
一
編

i覇鱗

新
し
い
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
大
丸
神
戸
店
が
新
た
に
豆

伝
わ
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
が

所
狭
し
と
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

〃
オ
リ
ジ
ナ
ル
″
〃
エ
イ
ジ
ド
〃

〃
レ
プ
ロ
〃
と
年
代
順
に
分
類

表
示
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
素

人
に
は
扱
い
に
く
い
と
さ
れ
て

い
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
店
に
な
り
そ
う
だ

ま
た
加
月
８
日
に
は
リ
ブ
ラ
ブ

ウ
エ
ス
ト
の
復
元
工
事
が
完
成

ｎ
月
初
旬
に
は
コ
ロ
ー
ー
ー
ハ
ウ

ス
２
Ｆ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
レ
ト
ロ

が
オ
ー
プ
ン
と
ま
だ
ま
だ
居
留

地
か
ら
は
目
が
放
せ
な
い
。

☆
今
年
も
開
催
／
，

女
釦
人
会
展
示
即
売
会

編
み
物
や
染
色
、
陶
芸
な
ど

教
室
で
教
え
て
い
る
、
先
生
方

５
回
目
を
迎
え
る
。
今
年
１
月

の
本
誌
で
も
紹
介
さ
れ
た
が
、

ニ
ッ
ト
の
塚
田
富
美
子
さ
ん
を

巴
、
陶
芸
な
ど

い
る
、
先
生
方

が
一
堂
に

蛙
集
ま
り
、

鋤
開
催
す
る

嘩
毒
「
お
ん
な

峠
娠
釦
入
会
」
。

唖
睦
今
年
は
記

念
す
べ
き

台
。
今
年
１
月

新
た
に
「
コ

ロ
ー
ー
ー
ハ

ス
ゥ
ス
」
を

ロ
オ
ー
プ
ン

『
し
た
。
店

醒
内
は
ヨ
ー

コ

ロ
ッ
・
ハ
に

古
く
か
ら

昭
和
記
年
か
ら
〃
虎
酔
″
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
に
連
戦
さ

れ
て
い
る
木
割
氏
の
俳
句
が
五
年
目
の

大
台
に
の
っ
た
。
新
生
・
村
山
タ
イ
ガ

ー
ス
必
勝
祈
願
出
版
と
し
て
４
年
間
を

１
冊
に
ま
と
め
た
の
だ
が
…
。
あ
＆
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
ｕ
〃
虎
酔
〃
の
絶
唱

が
今
日
も
虚
空
に
響
く
。

（
モ
ア
あ
ま
が
さ
き
刊
９
９
０
円
）

中
心
に
昨
年
か
ら
準
備
を
進
め

て
お
り
、
今
年
も
力
作
が
並
び

そ
う
。
女
性
パ
ワ
ー
は
細
や
か

な
心
使
い
が
特
長
。
お
値
打
ち

品
が
き
っ
と
見
つ
か
る
か
も
〃

画
的
月
調
ｌ
知
日
私
学
会
館
（
Ｊ
Ｒ
・

阪
神
元
町
下
車
、
山
側
へ
徒
歩
３
分
・
側

月
１
１
７
日
山
西
陶
器
店
（
市
営
地
下

鉄
・
神
戸
電
鉄
湊
川
下
車
、
徒
歩
２
分
）

☆
お
ど
り
で
結
ぶ
国
際
交
流

国
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て

催
さ
れ
る
「
民
族
の
祭
典
イ
ン

神
戸
」
は
、
国
際
都
市
神
戸
に

ふ
さ
わ
し
く
日
本
の
み
な
ら
ず

異
な
る
文
化
や
情
報
を
結
集

し
、
刺
激
し
あ
う
こ
と
で
新
し

い
文
化
の
創
造
と
国
際
文
化
交

流
の
促
進
を
め
ざ
す
。

●
、
月
犯
日
（
金
）
犯
時
Ｉ
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル
。
（
司
会
中
江
陽
三
、
金

沢
明
子
）
パ
ー
ト
ー
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、

パ
ー
ト
２
…
世
界
の
お
ど
り
、
パ
ー
ト
３

．
．
・
日
本
の
お
ど
り
、
パ
ー
ト
４
．
．
．
フ
ィ
ナ

ー
レ
、
華
や
か
で
威
勢
の
い
い
他
し
と
な

り
そ
う
。

☆
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た

お
シ
ャ
レ
に
な
り
ま
し
た

加
周
年
を
迎
え
た
メ
ト
ロ
こ

う
べ
が
装
い
新
た
に
先
月
４
日

オ
ー
プ
ン
。
明
る
い
雰
囲
気
が

話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

高
速
神
戸
Ｉ
新
開
地
を
結
ぶ

メ
ト
ロ
こ
う
寺
へ
は
シ
ョ
ッ
プ
や

遊
戯
場
等
が
あ
る
も
の
の
〃
地

下
″
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は

払
拭
し
き
れ
な
か
っ
た
。
が
今

準
１
１５５
１

マ
ン
ガ
で
読
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

入
門
書
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
就
職

し
た
１
人
の
女
性
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
通

じ
て
、
業
界
の
仕
組
み
、
内
情
が
理
解

で
き
る
、
フ
丁
ツ
シ
ョ
ン
業
界
志
望
の

人
や
、
興
味
の
あ
る
人
に
は
絡
好
の
一

冊
。
（
青
心
社
刊
７
８
０
円
）

図
書

ガ
イ
ド

年
少
の
こ
ど
も
達
、
幼
児
に
適
切
な

教
育
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
教
材
は
ど

ん
な
も
の
が
よ
い
の
か
、
指
導
法
は
ど

の
よ
う
な
形
態
が
よ
い
の
か
等
を
、
腰

を
す
え
て
研
究
実
践
す
る
総
合
幼
児
研

究
会
の
先
生
方
に
よ
り
執
錐
さ
れ
た
。

そ
の
先
生
方
が
、
い
か
に
本
気
で
こ

ど
も
達
の
今
日
と
未
来
を
考
え
、
努
力

さ
れ
て
い
る
か
が
、
う
か
が
い
知
れ
る

一
冊
。
日
本
図
書
協
会
選
定
図
書
。

（
ア
ド
ア
出
版
刊
１
０
０
０
円
）

＃蕊蕊態測
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とってもおシャレに変身
レもカユ星乗のジ
ベグれ座物壁 ･
ルツ照がや面通
ァと明描１２に路

ミ
ニ
独
立
国
へ
の
格

言
集
″

イ
ベ
ン
ト
は
全
国
的
に
花

盛
り
。
な
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

瀬
戸
大
橋
、
ホ
ロ
ン
ピ
ア
博

等
々
。
だ
が
い
ず
れ
も
が
四

苦
八
苦
ら
し
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
オ
フ
・
ブ

ロ
ー
ウ
ェ
イ
で
二
、
○
○
○

回
を
超
え
る
世
界
最
長
ロ
ン
グ

ラ
ン
記
録
を
更
新
中
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
イ
ッ

ク
ス
」
の
日
本
公
演
が
行
わ
れ

る
。
味
の
素
株
式
会
社
で
は
こ

の
公
演
を
記
念
し
て
、
〃
「
パ
ル

ス
イ
ー
ト
」
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
イ

花時計
ツ
プ
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
記
念
の
卓
球
大
会

に
は
４
日
、
９
日
合
せ
て
約
剛

人
が
参
加
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
メ
ト

ロ
で
は
「
神
戸
・
日
本
。
世
界

こ
の
加
年
写
真
展
」
が
開
か
れ

訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
。
今
後
は
中
央
の
「
星

の
広
場
」
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
だ
。

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
ご
招
待
／
、

回
は
見
事
な
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

１
５６
１

●
云
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

☆
、
月
詣
日
（
水
）
午
後
１
時
鋤
分
よ

り
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

明
石
短
期
大
学
の
文
化
講
演
会
が
。
講

師
河
合
雅
雄
（
京
大
名
誉
教
授
・
日
本

モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
）
「
人
間
を

生
き
る
」
（
無
料
）
申
込
明
石
短
大
（
庶

務
課
）
ハ
ガ
キ
で
明
南
町
２
ノ
ー
ノ
釦

★
詩
人
の
三
浦
照
子
さ
ん
が
、
美
術
書

院
よ
り
随
想
集
「
三
減
照
子
短
編
集
・

さ
よ
な
ら
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
」
を
出
版
。
ｍ

月
即
日
（
木
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
兵
庫

県
教
職
員
会
館
ホ
ー
ル
で
囲
む
会
が
。

☆
小
林
信
次
郎
氏
（
大
阪
工
大
教
授
）

が
、
山
口
書
店
よ
り
ｗ
・
Ｅ
。
Ｂ
デ
ニ

ポ
イ
ス
「
黒
い
巨
人
」
（
Ａ
５
判
・
伽

頁
）
を
訳
出
・
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
訳

出
作
業
は
昭
年
の
歳
月
を
要
し
た
力

作
。
、
月
１
日
（
土
）
の
午
後
４
時
よ

り
、
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で
、

出
版
記
念
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
神
戸
電
通
の
田
代
宏
さ
ん
が
定
年
退

職
さ
れ
、
元
町
凧
月
堂
で
９
月
鋤
日
夜

励
ま
す
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
㈱
サ
ン
神
戸
映
画
社
へ
出
向
し
て
い

た
海
津
洋
一
さ
ん
が
、
９
月
１
日
付
で

サ
ン
Ｔ
Ｖ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
室
へ
帰

任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
虹
Ｃ
の
落
合
一
生
代
表
取
締
役

専
務
が
、
９
月
１
日
よ
り
ダ
イ
エ
ー
サ

ー
ビ
ス
事
業
本
部
に
栄
転
さ
れ
、
菱
井

良
一
氏
が
後
任
に
。

☆
行
動
美
術
の
中
石
瑛
さ
ん
が
、
ミ
ラ

ク
ル
・
ブ
ル
ー
の
世
界
「
シ
ェ
リ
ト
・

リ
ン
ド
」
（
抽
象
画
集
）
２
千
円
限
定

５
百
部
を
刊
行
。
写
楽
と
の
出
会
い
も

含
め
て
。

☆
皿
月
鋤
日
（
日
）
午
後
３
時
よ
り

「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
旨
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
の
テ
ー
マ

で
、
徳
田
雅
崇
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
・
ボ
ー

カ
ル
）
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が

三
宮
星
電
社
南
館
カ
ー
サ
８
Ｆ
ラ
ビ
ン

グ
ホ
ー
ル
で
（
３
０
０
０
円
）

☆
元
編
集
部
員
の
山
中
義
明
さ
ん
と
西

村
知
加
恵
さ
ん
が
、
、
月
９
日
に
六
甲

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
結
姫
さ
れ
ま
す
。

☆
編
集
部
の
松
井
恵
が
、
９
月
、
日
、

紺
田
達
也
さ
ん
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
お
め

で
と
う
。

☆
写
真
家
小
山
保
氏
の
晃
子
夫
人
が
、

病
気
の
た
め
九
月
一
日
に
死
去
さ
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
の
御
冥
福
を
／

ファンタス
ティックス
トレ招ツ
〃ゼ待ク
をンう ･ ご

神
戸
ポ
ー
ピ
ア
博
の
ミ
二
け
で
出
来
る
の
な
ら
魔
法
の

ミ
ニ
版
な
ら
ま
だ
し
も
似
た
泉
だ
。

り
よ
っ
た
り
の
促
成
栽
培
で
県
下
の
ミ
ニ
独
立
国
よ
◎

は
動
員
は
難
か
し
か
ろ
う
。
成
す
は
成
さ
ざ
る
に
勝
れ
り

ミ
ニ
と
い
え
ば
華
々
し
く
だ
が
最
善
の
う
え
に
最
善
の
．

独
立
宣
言
し
た
ミ
ニ
独
立
国
あ
る
こ
と
を
知
り
、
初
一
念
一

家
群
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
を
忘
る
る
べ
か
ら
ず
。

る
の
か
調
べ
て
み
る
と
ブ
ー
せ
っ
か
く
の
名
案
に
さ
ら
一

ム
時
は
全
国
に
二
百
近
く
あ
に
独
自
性
あ
る
創
意
工
夫
を
一

つ
た
の
が
半
分
以
上
が
体
重
ね
て
努
力
せ
よ
。
努
力
努
一

国
、
消
滅
そ
の
興
亡
や
哀
力
、
果
実
は
必
ず
秋
に
は
実
一

れ
、
ム
ラ
起
し
や
過
疎
の
活
る
。
、
前
進
前
進
。
活
性
化
の
一

性
化
は
大
統
領
、
国
王
、
ミ
た
め
が
ん
ば
れ
″

ス
十
二
単
衣
を
つ
く
っ
た
だ
（
Ｙ
）
一

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
ｉ
‐
１
１
‐
１
１
…
！
…
‐
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｌ

印言

議蕊溌難ン企ピ北イ°、ン商ポといろた舞各懇Ｚ

群

実
施
す
る
詳
細
は
左
記
。

応
募
方
法
…
「
パ
ル
ス
イ
ー
ト
」
全
商

品
の
パ
ル
マ
ー
ク
又
は
新
パ
ル
マ
ー
ク
５

０
０
円
分
以
上
一
口
を
同
封
の
上
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
お
買
い
上
げ

店
名
、
ご
希
望
の
公
演
日
を
明
記
、
封
書

に
て
、
〒
伽
ｌ
帥
東
京
都
中
央
区
京
橋
郵

便
局
私
書
箱
帥
号
、
味
の
素
㈱
「
パ
ル
ス
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宝満寺で行なわれた福原声園電場会総会風景

■にころの歳時記 福原西国三十三所観音霊場
九
月
七
日
。

宝
満
寺
で
福
原
西
国
三
十
三
所
観
音

霊
場
会
の
総
会
が
行
な
わ
れ
た
。
西
国

三
十
三
所
観
音
霊
場
と
い
え
ば
京
都
を

中
心
に
近
畿
一
円
に
点
在
す
る
霊
場
が

有
名
だ
が
、
実
は
各
地
に
巡
礼
地
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
福
原
西
国
も
そ
の
一

つ
。
そ
の
歴
史
は
意
外
に
古
く
、
宝
永

七
年
（
一
七
一
○
）
に
書
か
れ
た
「
兵

庫
名
所
記
」
に
も
登
場
す
る
。

こ
の
霊
場
案
内
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

を
出
版
し
た
「
兵
庫
津
復
権
振
興
協
議

会
」
は
昨
年
十
月
に
兵
庫
地
区
の
発
展

を
願
う
地
元
の
企
業
、
自
治
会
に
よ
っ

て
結
成
。
郷
士
の
伝
統
、
史
跡
を
見
直

し
、
そ
の
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
福
原
西
国
霊
場
の
掘
り
起

こ
し
も
そ
の
一
環
。
兵
庫
地
区
の
地
盤

沈
下
に
歯
止
め
を
か
け
、
復
興
に
つ
な

が
れ
ば
、
と
い
う
願
い
が
観
音
霊
場
巡

り
と
い
う
史
跡
探
訪
の
ス
タ
イ
ル
と
結

び
つ
い
た
形
に
な
っ
た
。

総
会
で
は
同
協
議
会
よ
り
一
か
寺
に

つ
き
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
一
○
○
部
の
贈

呈
式
を
始
め
、
集
印
帳
の
作
成
や
霊
場

寺
院
巡
拝
に
つ
い
て
の
諸
問
題
等
、
ス

タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
円
滑
か
つ
、
巡
拝

蕊溌議議灘蕊灘蕊鐙篭鍵蕊蕊リ

者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
と
い
っ
た
具
体

的
な
必
要
事
項
が
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
意
欲
的
に
討
議
さ
れ
た
。

兵
庫
地
区
に
は
古
い
寺
院
や
史
跡
が

沢
山
あ
り
、
こ
の
文
化
的
な
価
値
は
相

当
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
災
に
よ
り
伽
鑑
全
焼
し
た
寺
院
も
多

く
近
年
復
興
さ
れ
る
ま
で
そ
の
価
値
が

知
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合

が
今
ま
で
多
か
っ
た
。

「
私
原
西
国
観
音
霊
場
を
掘
り
起
こ

す
事
で
、
こ
の
寺
院
や
史
跡
と
い
う
も

の
を
多
く
の
人
が
再
認
識
し
、
ま
た
そ

の
結
果
と
し
て
道
路
、
交
通
網
の
整
備

を
行
政
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
ゆ
け
れ
ば

…
。
」
と
会
長
の
高
田
静
夫
さ
ん
。
そ

の
言
葉
は
地
域
の
ひ
と
り
と
し
て
の
強

い
願
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

蕊

溌
蛭§

兵庫津復権振興協議会高田静夫会長のあいさつ

霊場会事務局長亀山泰嶺宝満寺住職

1５７

霊場案内イラストマップ

全
葬
連
認
定
葬
祭
零
門
よ
責
務
承
褐
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i 霊鞍覇

蕊鐙聴篭識働蕊淵

●
ピ
ア
ニ
ス
ト

伊
藤
ル
ミ
の

鞠．

懸
溌
刻
診
誤
苓
甥
斡
蕊
翰
弾l 美男対談

第５回
神ﾉ f 商船大学教授

井上和雄
人より遅れて
生きて来た。

』

》

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
伊
藤
ル
ミ
さ
ん
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
に
迎
え
た
〃
美
男
対
談
″
第
五
回
。
ゲ
ス
ト
は
神
戸
商
船
大

学
教
授
・
井
上
和
雄
さ
ん
で
す
。
も
と
も
と
経
済
学
が
ご
専
門
で

す
が
、
昨
年
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
心
の
軌
跡
』
（
音
楽
之
友
社
）
で

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
、
こ
の
七
月
に
も
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
闘
い
の
軌
跡
』
（
同
）
を
出
版
、
最
近
は
音
楽
評
論
家
と
し
て

も
活
躍
中
の
井
上
先
生
。
今
回
は
大
阪
中
之
島
の
〃
ふ
た
り
展
″

会
場
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

☆
自
分
自
身
が
見
え
て
く
る

ル
ミ
ま
ず
は
二
人
展
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
年
半
ぶ
り

で
井
上
さ
ん
の
絵
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
…
な
ん
て
、
文

章
み
た
い
な
し
ゃ
べ
り
方
…
（
笑
）

井
上
な
ん
か
勘
く
る
う
ね
（
笑
）
。
そ
も
そ
も
ル
ミ
ち
ゃ
ん
と

は
も
う
何
十
年
に
な
る
か
な
あ
…
。

ル
ミ
ニ
十
四
年
ぐ
ら
い
・
・
・
た
ぶ
ん
。
だ
か
ら
、
だ
い
た
い
わ
か

っ
て
い
る
の
で
ね
、
本
当
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
に
く
い
ん
で
す
。

鑑
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な
い
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
辺
の
心
理
状
態
に
と
て
も

興
味
が
あ
る
ん
で
す
が
。

井
上
あ
の
ね
、
加
年
ほ
ど
前
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
コ
ー
ド
全

集
が
で
た
時
に
懸
賞
募
集
が
あ
っ
て
、
あ
の
時
も
取
っ
た
わ
け
よ

れ
え
。

ル
ミ
そ
の
時
も
「
取
る
」
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
よ
ね
え
。

井
上
う
ん
…
。
そ
れ
は
ね
え
、
書
い
た
時
に
わ
か
ん
ね
ん
。

「
こ
れ
以
上
書
け
る
や
つ
は
お
ら
ん
」
と
い
う
…
（
笑
）

ル
ミ
そ
こ
ら
辺
が
ね
え
…
（
笑
）
。
井
上
さ
ん
を
知
ら
な
い
人

が
聞
い
た
ら
、
「
な
ん
て
イ
ヤ
な
や
つ
だ
」
と
思
う
と
思
う
ん
で

す
。
私
も
そ
う
感
じ
る
と
思
う
の
。
た
だ
、
知
っ
て
る
人
間
が
聞

く
と
本
当
に
「
取
る
だ
ろ
う
な
」
と
思
え
る
ん
で
す
（
笑
）

井
上
ほ
ん
で
や
っ
ぱ
し
取
っ
た
し
な
（
笑
）

ル
ミ
だ
か
ら
そ
の
自
信
と
い
う
の
が
ね
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か

な
と
思
っ
て
。

井
上
あ
の
漁
、
自
信
と
い
う
の
か
ね
え
…
。
僕
に
し
た
ら
ね
、

「
自
分
が
断
然
す
ば
ら
し
い
」
と
か
ね
、
「
誰
に
も
負
け
な
い
」

と
か
、
そ
ん
な
自
信
の
あ
り
方
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ね
ん
。
他
の
も

の
と
自
分
の
も
の
と
を
比
べ
て
み
て
、
明
ら
か
に
自
分
の
も
の
が

い
い
と
わ
か
る
ん
よ
れ
。
も
ち
ろ
ん
サ
ン
ト
リ
ー
賞
な
ん
か
の
時

－
ツ
ァ
ル
ト
心
の
軌
跡
』
を
出
さ
れ
た
の

が
去
年
で
、
そ
れ
か
ら
経
済
学
の
本
を
出
さ

れ
ま
し
た
ね
。

井
上
え
え
、
こ
の
三
月
、
『
資
本
主
義
と

人
間
ら
し
さ
』
（
日
本
経
済
評
論
社
）
を
。

ル
ミ
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
心
の
軌
跡
』
で

は
い
き
な
り
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
な

さ
っ
て
、
そ
の
取
り
方
っ
て
い
う
の
も
井
上

さ
ん
ら
し
く
て
ね
、
本
が
出
る
前
か
ら
「
取

る
ぞ
／
・
」
っ
て
な
感
じ
で
。
「
相
当
な
自
信
家

な
ん
だ
わ
」
な
ん
て
思
っ
て
た
ん
で
す
が
。

私
は
ま
だ
賞
を
取
っ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、

賞
を
取
る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
決
定
前
か

ら
「
取
る
ぞ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
え

井
上
そ
う
や
ね
え
。

ル
ミ
で
も
ま
あ
、
そ
れ
は
い
い
と
し
て
…
。
あ
の
う
、
井
上
さ

ん
と
私
と
の
出
会
い
は
音
楽
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。
コ
ー
ラ
ス

の
指
揮
者
が
井
上
さ
ん
で
、
私
が
伴
奏
を
や
っ
て
い
た
時
が
あ
っ

て
…
私
が
中
学
生
で
、
念
の
た
め
に
言
っ
と
き
ま
す
が
。

井
上
中
学
生
や
っ
た
ん
か
。

ル
ミ
そ
う
で
す
よ
。
中
三
で
す
よ
。

井
上
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ミ
サ
か
な
ん
か
や
っ
て
も
ら
っ
た
な
。

ル
ミ
そ
う
、
ミ
サ
曲
。
そ
れ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が
、
私
、

い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
く
て
。

井
上
僕
も
覚
え
て
る
よ
。
４
拍
子
が
と
れ
な
く
て
ね
（
笑
）
。

ル
ミ
こ
の
頃
や
っ
と
拍
子
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ

（
笑
）
。
で
も
、
そ
う
い
う
事
を
井
上
さ
ん
が
覚
え
て
い
て
下
さ

っ
て
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
驚
き
な
ん
で
す
が
、
ま
、
出
会
い
が
音

楽
で
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
吉
田
修
二
さ
ん
と
の
絵
の
二
人
展
を
開

く
よ
う
に
な
ら
れ
て
。
二
年
に
一
回
ぐ
ら
い
お
や
り
に
な
っ
て
ま

す
が
、
今
回
が
八
回
め
だ
か
ら
も
う
二
○
年
ぐ
ら
い
で
す
よ
ね
。

井
上
そ
う
ね
え
。
ル
ミ
ち
ゃ
ん
は
だ
い
た
い
来
て
く
れ
て
る
よ

ね
え
。

ル
ミ
で
、
最
近
は
文
筆
家
と
し
て
も
活
躍
な
さ
っ
て
…
。
「
モ

｢ 出会いは音楽で…」と伊藤ルミさん

＆刊唱配
一海ｑ

常

出癖
、
、
虫

‘

農
嫡
蕊
揮
喫
癖
鋤

蕊
鴬
翻

》
騨
鵜
騨
錘

鱗
懲

$ 藍,

：

鵜
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る
人
か
な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
（
笑
）
、
申
し
分
け
な
い
で
す

が
。
で
も
経
済
学
の
方
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
ね
…
（
笑
）

こ
の
七
月
に
は
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
闘
い
の
軌
跡
』
と
い
う

本
も
お
出
し
に
な
り
ま
し
た
ね
？

井
上
あ
れ
は
ね
え
、
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
』
が
評
判
よ
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
受
賞
作
家
と
し
て
売
り
出
し
た
い
、
と
い
う

出
版
者
の
希
望
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ル
ミ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
言
え
ば
、
私
の
最
も
好
き
な
作
曲
家

の
一
人
で
、
今
の
と
こ
ろ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
よ
り
も
好
き
な
ん
で
す

が
、
ど
れ
く
ら
い
で
書
か
れ
た
ん
で
す
か
？

井
上
だ
い
た
い
四
カ
月
ぐ
ら
い
か
な
。

ル
ミ
リ
っ
ぱ
な
本
で
す
ね
え
、
内
容
も
濃
い
し
、
人
間
性
に
も

別
の
面
か
ら
光
を
あ
て
て
ら
し
て
、
私
の
よ
う
な
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
崇
拝
者
に
も
納
得
さ
せ
る
と
い
う
か
、
そ
の
弱
点
を
も
描
き

出
し
て
い
て
、
と
て
も
説
得
力
が
あ
る
ん
で
す
が
。

井
上
い
や
、
最
初
は
全
体
の
構
想
が
ぜ
ん
ぜ
ん
な
く
て
ね
。
と

に
か
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
の
は
す
ご
く
い
や
ら
し
い
ヤ

シ
や
。

ル
ミ
ど
う
し
て
で
す
か
？

井
上
そ
ら
音
楽
を
聞
い
た
ら
歴
然
と
し
て
る
わ
。

ル
ミ
い
や
あ
、
そ
う
か
し
ら
。

井
上
で
も
、
そ
れ
だ
け
い
や
ら
し
い
部
分
を
い
っ
ぱ
い
持
つ
と

る
か
ら
、
あ
の
す
ば
ら
し
い
音
楽
が
で
き
る
ん
ょ
ね
。
そ
の
カ
ラ

ク
リ
を
ね
、
言
葉
で
と
ら
え
た
い
。
そ
の
思
い
だ
け
で
書
き
始
め

た
け
ど
、
書
き
始
め
た
ら
ど
ん
ど
ん
勝
手
に
書
け
た
ね
え
。
あ
れ

は
ね
え
、
三
章
に
わ
か
れ
て
て
、
初
期
、
中
期
、
晩
年
と
あ
る
で

し
よ
。
で
、
初
期
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
耳
を

や
ら
れ
て
、
そ
の
耳
を
や
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
人
間
の
宿

命
と
い
う
か
運
命
と
い
う
も
の
と
、
本
当
に
深
い
所
で
対
決
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
世
界
が
開
か
れ
た

ん
だ
、
と
い
う
着
想
が
書
い
て
る
う
ち
に
バ
ァ
ー
と
入
っ
て
来
て

ね
、
そ
れ
を
文
章
に
し
た
途
端
に
ど
ん
ど
ん
書
け
た
ね
。

ル
ミ
何
か
、
読
ん
で
た
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
前
、
理
解
さ

１
１６０
１

は
こ
ち
ら
は
他
の
人
の
を
読
む
立
場
に
は
な
い
わ
け
や
け
ど
、
こ

れ
ま
で
の
音
楽
評
論
み
た
い
な
も
の
を
僕
は
読
ん
で
る
わ
け
で
し

よ
。
だ
か
ら
あ
る
程
度
想
像
が
つ
く
わ
け
よ
れ
え
・
そ
の
判
断
を

す
る
時
に
ね
え
、
何
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
「
自
分
の
色
メ
ガ
ネ
で

自
分
を
見
る
」
と
い
う
感
じ
は
全
く
な
い
か
ら
、
だ
か
ら
、
あ
っ

け
ら
か
ん
と
言
え
る
わ
け
よ
。
「
こ
れ
は
俺
の
方
が
い
い
で
」
と
。

僕
に
し
た
ら
「
見
え
て
し
ま
う
」
と
い
う
感
じ
や
ね
ん
ね
。

ル
ミ
で
も
普
通
そ
う
い
う
人
だ
っ
た
ら
、
す
ご
く
客
観
的
で
理

性
的
で
っ
て
い
う
よ
う
な
人
に
思
え
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ね
、

井
上
さ
ん
の
文
章
と
か
人
柄
に
接
す
る
と
、
す
ご
く
直
観
的
っ
て

い
う
か
感
覚
的
、
主
観
的
。

井
上
思
い
込
み
が
激
し
い
と
か
、
人
か
ら
言
わ
れ
る
ん
で
す

よ
。
た
だ
、
僕
に
と
っ
て
は
ね
、
主
観
的
と
か
客
観
的
と
か
い
う

区
別
が
全
く
な
い
ね
ん
。
あ
の
ね
え
、
人
間
と
い
う
の
は
実
は
主

観
を
離
れ
て
も
の
は
見
れ
な
い
。
で
も
、
そ
の
主
観
に
は
ね
、
自

分
を
見
て
い
る
も
う
一
人
の
自
分
が
お
る
ね
ん
。
ま
あ
、
そ
ん
な

こ
と
が
い
つ
も
で
き
る
と
い
う
訳
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
た
だ
、
自
分
の

書
い
た
も
の
に
関
し
て
は
少
く
と
も
み
ご
と
に
見
え
て
く
る
ね
。

☆
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
い
や
ら
し
い
ヤ
シ
別

ル
ミ
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…
』
は
ず
っ
と
〃
出
す
あ
て
な
し
の
ラ

ブ
レ
タ
ー
″
み
た
い
な
感
じ
で
書
き
た
め
て
ら
し
て
…

井
上
加
年
間
ぐ
ら
い
。
本
の
も
と
に
な
る
半
分
ぐ
ら
い
か
な
。

後
半
は
文
字
ど
う
り
書
き
お
ろ
し
や
け
ど
ね
。

ル
ミ
で
も
ね
、
す
ご
い
な
と
思
っ
た
の
は
ね
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

を
出
し
て
か
ら
経
済
学
の
本
を
バ
ツ
と
お
書
き
に
な
る
…
。

井
上
い
や
、
あ
れ
こ
そ
ね
、
論
文
を
六
年
間
ぐ
ら
い
書
き
た
め

た
も
の
を
本
に
し
た
か
ら
ね
、
あ
れ
は
そ
ん
な
に
苦
労
し
て
な

い
。
た
だ
、
経
済
学
の
本
職
と
し
て
は
当
然
、
力
を
入
れ
て
る
わ

ね
。
日
本
の
学
界
を
相
手
に
し
て
る
わ
け
や
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
撤

密
な
構
成
に
し
て
る
し
ね
。

●
。
■

●
●
ｃ

ル
ミ
井
上
さ
ん
は
音
楽
も
〃
ブ
タ
コ
レ
ラ
″
（
〃
ブ
ダ
・
へ
ス
ト
″

の
も
じ
り
）
っ
て
い
う
弦
楽
四
重
奏
団
を
一
一
五
年
間
も
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
し
、
絵
も
二
年
に
一
回
、
個
展
を
開
く
ほ
ど
力
を
入

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
本
業
は
適
当
に
し
て
い
ら
っ
し
や
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八
〃
今
日
は
疲
れ
た
か
ら
も
う
寝
み
ま
す
″
と
、
ど
う
し
て
こ
の

部
屋
を
素
通
り
出
来
な
い
ん
だ
ろ
う
。
一
時
間
ぐ
ら
い
、
す
ぐ
た

っ
て
し
ま
う
の
に
Ｖ

い
ら
い
ら
す
る
。

八
〃
お
茶
を
″
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｖ

「
お
番
茶
で
い
い
で
す
か
」

「
あ
あ
、
疲
れ
た
か
ら
、
コ
コ
ア
に
し
て
も
ら
お
う
か
。
お
母
さ

ん
も
ど
う
で
す
か
」

「
わ
た
し
も
一
杯
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
」

嬉
し
そ
う
な
顔
、
声
、
め
じ
り
の
し
わ
が
急
に
ふ
え
る
。
そ
れ

さ
え
も
、
今
夜
は
か
ん
に
さ
わ
る
。

八
和
夫
を
見
る
目
が
ち
が
う
の
だ
Ｖ

「
今
日
は
、
成
績
は
ど
う
や
っ
た
」

姑
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
台
所
へ
立
つ
。
話
の
中
へ
入
る
気
が

し
な
い
。

八
こ
の
調
子
だ
と
、
お
そ
く
な
っ
て
、
今
夜
も
、
も
う
話
が
出
来

な
い
だ
ろ
う
Ｖ

今
ま
で
、
言
う
の
を
遠
慮
し
、
辛
抱
し
て
来
た
。

八
も
う
お
そ
い
か
ら
Ｖ

■
第
皿
回
神
戸
文
崇
賞
佳
作
作
品

連
載
小
説
〈
５
〉

西
本
衣
江

絵
／
犬
童
徹

５１

美
保
は
何
と
な
く
重
い
心
を
か
か
え
、
家
路
へ
と
向
う
。
足
先

に
木
枯
し
の
つ
め
た
さ
を
覚
え
な
が
ら
、
家
々
の
門
燈
に
心
せ
か

さ
れ
、
小
走
り
と
な
る
。
姑
の
機
嫌
の
悪
い
顔
が
険
に
浮
か
ぶ
。

家
に
帰
る
と
、
夫
は
ま
だ
帰
宅
し
て
い
な
か
っ
た
。
ほ
っ
と
す

る
。姑

に
帰
宅
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
離
れ
の
部
屋
で
着
替
え
を
し

な
が
ら
、
今
夜
夫
に
、
ど
の
よ
う
に
話
を
切
り
出
そ
う
か
と
考
え

る
。夜

八
時
頃
、
夫
は
気
嫌
よ
く
、
帰
っ
て
来
た
が
、
少
し
疲
れ
て

い
る
ふ
う
だ
っ
た
。

お
風
呂
を
済
ま
せ
る
と
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
で
、
茶
の
間
に
ど

っ
か
り
と
腰
を
お
ろ
し
、
姑
の
は
い
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ご
た
つ
の

中
へ
膝
を
入
れ
る
。

八
栓
心
れ
た
ふ
り
を
し
て
、
ガ
ウ
ン
を
揃
え
て
お
か
な
か
っ
た
の

に
。
ま
た
こ
れ
だ
。
こ
れ
が
い
や
だ
。
す
ぐ
離
れ
へ
行
っ
て
く
れ

た
ら
い
い
の
に
Ｖ

仕
方
な
く
、
ガ
ウ
ン
を
持
っ
て
来
て
肩
か
ら
着
せ
か
け
る
。
背

中
を
膝
頭
で
、
ガ
ッ
ン
と
し
て
や
り
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
る
。

１
６２
１
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5 謡メ

八
卒
今
夜
は
、
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
Ｖ

八
明
日
が
早
い
か
ら
Ｖ

八
と
て
も
機
嫌
が
い
い
か
ら
Ｖ

八
こ
ん
な
楽
し
い
雰
囲
気
の
時
に
…
…
Ｖ

と
、
の
び
の
び
に
な
っ
て
、
切
り
出
せ
な
か
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
言
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
時
は
夫
に
わ
か
る

の
か
も
？

夫
は
、
私
が
言
い
出
す
こ
と
を
、
何
と
な
く
恐
れ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
切
り
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
わ
ざ
と
姑
と
ゆ
っ

く
り
茶
の
間
に
い
る
よ
う
に
し
、
離
れ
に
帰
っ
て
来
る
と
、

「
あ
あ
れ
む
い
、
ね
む
い
」
と
か
「
疲
れ
た
」
と
か
言
っ
て
、
ベ

ッ
ト
に
も
ぐ
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
れ
も
、

苦
肉
の
策
か
も
わ
か
ら
な
い
。

姑
と
私
の
間
に
立
っ
て
、
夫
が
一
番
気
を
使
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
て
く
る
。

然
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
ま
ま
、
ず
る
ず
る
と
す
ま
せ

る
こ
と
の
出
来
る
問
題
で
は
な
い
。

例
に
よ
っ
て
、
夫
は
、
お
そ
く
ま
で
姑
と
話
し
こ
み
、
な
か
な

か
離
れ
に
帰
ろ
う
と
は
し
な
い
。

「
も
う
十
一
時
に
な
り
ま
す
よ
」

霞

（

錨
驚蕊

譲慧?，壷

遮望入忌
里①

蓋
、ｔ
，、

麓雪冒

１
１６３
１

「
あ
あ
そ
う
か
。
知
ら
ん
間
に
時
間
が
経
つ
。
明
日
の
朝
が
ま
た

つ
ら
い
。
そ
れ
で
は
…
…
」

や
っ
と
、
腰
を
上
げ
る
。

〃
明
日
の
朝
が
ま
た
つ
ら
い
〃
と
い
う
言
葉
に
、
今
夜
は
特
に
夫

の
計
画
に
は
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
腹
が
立
つ
。
わ
ざ
わ
ざ
聞

こ
え
が
し
に
言
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
え
て
く
る
。

廊
下
で
、

「
お
話
が
あ
り
ま
し
た
の
に
…
…
」

と
、
ふ
く
れ
て
見
せ
る
。

「
急
ぐ
ん
か
。
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
明
日
に
し
て
く
れ
」

〃
例
の
如
し
〃
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

６１

美
保
は
、
意
気
込
ん
で
い
た
気
持
を
、
は
ぐ
ら
か
さ
れ
、
よ
か

ら
ぬ
方
へ
と
思
い
が
走
る
。

閉
じ
て
い
る
ま
ぶ
た
の
裏
が
熱
く
な
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
枕
が

当
っ
て
い
る
耳
の
あ
た
り
の
ど
う
き
が
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
感
じ

ら
れ
て
く
る
。
何
回
も
、
寝
返
り
を
打
つ
。

興
奮
は
、
な
か
な
か
静
ま
ら
な
い
。

八
明
日
こ
そ
き
っ
と
Ｖ
と
自
分
を
な
だ
め
る
。

寝
つ
い
た
の
は
、
二
時
を
過
ぎ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

７１

夫
を
送
り
出
し
、
朝
の
片
付
け
を
済
ま
せ
、
ほ
っ
と
し
て
離
れ

の
部
屋
に
か
え
る
。

ガ
ラ
ス
越
し
の
太
陽
を
背
に
受
け
て
、
新
聞
を
広
げ
る
。

一
日
の
う
ち
で
、
美
保
の
一
番
大
切
な
時
間
で
あ
る
。
し
み
じ

み
と
幸
福
感
に
浸
る
の
は
、
こ
の
時
。

母
の
こ
と
、
弟
の
こ
と
を
思
う
の
も
こ
の
時
。

体
調
の
悪
い
時
も
、
早
く
こ
の
時
間
に
な
り
た
い
と
思
う
。

読
み
進
ん
で
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
〃
近
親
相
姦
″
と
い
う
文
字

が
目
に
つ
く
。

思
わ
ず
か
が
み
込
む
。

目
が
ぱ
っ
と
開
く
。
背
中
の
太
陽
に
、
何
と
な
く
頭
が
ぽ
お
つ

と
し
て
い
た
時
で
あ
る
。

記
事
に
目
を
走
ら
せ
る
。
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自
分
が
お

っ
て
帰
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
。

八
あ
の
時
の
お
姑
さ
ん
の
機
嫌
の
よ
か
っ
た
こ
と
Ｖ

い
つ
ま
で
も
お
姑
さ
ん
の
顔
や
声
が
頭
に
残
り
い
や

続
い
た
。

結
婚
後
、
日
が
経
っ
て
い
な
い
の
で
、
着
る
物
も
ち
や

て
い
る
の
に
、
姑
は
和
夫
の
肌
着
類
な
ど
を
、
次
々
買
っ

変
っ
た
の
が
目
に
つ
い
た
か
ら
…
…
。

バ
ー
ゲ
ン
し
て
ま
し
て
ん
…
…
。

こ
の
頃
、
こ
ん
な
ん
が
え
え
ん
か
い
な
…
…
。

〃
妻
の
役
目
″
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
、
先
々
に
さ
れ

め
は
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
受
取
っ
て
い
た
が

八
ま
た
か
Ｖ
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

「
ま
だ
手
を
通
し
て
な
い
の
も
あ
る
ん
で
す
」

と
い
う
と
、
「
男
の
肌
着
の
く
た
び
れ
て
い
る
の
は

も
な
い
」
と
言
う
。

は
じ
め
は
八
そ
ん
な
も
の
か
な
Ｖ
と
素
直
に
受
け
入

が
、
だ
ん
だ
ん
い
つ
も
の
美
保
は
姿
を
か
く
し
、
八
清

れ
て
さ
え
な
け
れ
ば
い
い
の
に
。
ど
こ
で
人
に
肌
着
を

や
Ｖ
と
、
腹
が
た
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

伴
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
楽
し
く
も
な
し
、
疲
れ
が
残
る
だ
け
で

あ
る
。

八
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
親
に
遠
慮
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
Ｖ

緒
に
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
必
ず
姑
を
誘
う
。
こ
れ
も
姑
に
遠

く
と
、
何
時
つ
く
っ
た
の
か
、
何
時
買
っ
て
来
た
の
か

「
あ
ん
た
の
好
物
や
で
」

慮
し
て
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
姑
も
「
そ
ん
な
ら
、

て
も
ら
い
ま
ひ
ょ
か
」
と
、
必
ず
つ
い
て
く
る
。
結
局

４
１
６
１
１

う
ち
の
和
夫
は
、
唯
親
孝
行
と
い
う
だ
け
で
な
し
に

ん
に
、
ち
ょ
っ
と
気
を
使
い
過
ぎ
て
い
る
。

新
婚
生
活
て
、
も
っ
と
楽
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い

か
ら
聞
い
た
様
子
や
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
は
大
分
ち
が

自
分
が
家
族
の
た
め
に
と
つ
く
っ
た
夕
食
。
和
夫
が
食
卓
に
つ

夫
が
先
に
出
か
け
、
途
中
で
出
会
っ
た
と
い
っ
て
姑
と
連
れ
だ

日
曜
日
の
外
出
と
い
う
と
、
殆
ん
ど
和
夫
一
人
で
出
か
け
、

〃
目
立
つ
母
子
家
庭
″
の
見
出
し
と
、
〃
男
性
の
約
一
割
が
近
親

相
姦
″
の
四
段
抜
き
の
太
文
字
が
、
一
度
に
、
さ
っ
と
目
に
は
い

る
。〃

近
親
相
姦
の
悩
み
は
深
い
〃
の
書
き
出
し
。

息
を
つ
め
、
呼
吸
も
忘
れ
る
。

〃
男
性
の
約
一
割
″
と
い
う
の
は
、
男
性
か
ら
〃
性
の
保
健
相
談

室
″
へ
持
ち
込
ま
れ
た
件
数
の
約
一
割
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
わ

か
る
。

お
も

八
そ
ら
、
そ
う
や
る
な
。
多
過
ぎ
る
と
田
心
た
Ｖ

ほ
っ
と
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
ま
で
、

八
そ
ん
な
こ
と
、
本
当
か
し
ら
Ｖ

と
疑
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
現
実
に
こ
の
よ
う
に
明
か
る
み
に

出
さ
れ
た
と
な
る
と
、
信
ん
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
母
子
家
庭
の
一
人
っ
子
に
多
い
ん
で
す
。
過
保
護
の
あ
ま
り
、

性
衝
動
を
よ
そ
へ
向
け
な
い
よ
う
、
母
親
が
体
を
あ
て
が
っ
て
い

る
ん
で
す
．
．
．
…
」

八
〃
体
を
あ
て
が
う
″
な
ん
て
…
。
言
い
よ
う
も
あ
る
も
の
だ
Ｖ

相
談
室
主
事
の
話
が
続
き
、

「
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
三
十
才
を
過
ぎ
、
妻
子
が
あ
り
な
が
ら
、

母
親
の
方
が
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
。
現
場
を
目
撃
し
た
妻
か
ら
…
」

記
事
に
吸
い
つ
け
ら
れ
た
美
保
の
目
は
、
又
今
の
箇
所
を
読
み

返
す
。き

っ
と
結
ん
だ
口
元
。

〃
顕
著
な
傾
向
と
し
て
は
、
同
性
愛
に
つ
い
て
の
相
談
が
…
…
″

八
関
係
な
し
Ｖ
と
斜
読
み
で
進
み
、
読
み
終
っ
て
、
ま
た
じ
っ
と

最
初
の
〃
目
立
つ
母
子
家
庭
″
の
文
字
を
見
つ
め
て
い
る
。

結
婚
前
に
「
母
一
人
子
一
人
の
場
合
、
ま
ま
問
題
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
友
達
か
ら
聞
い
て
い
た
し
、
何
か
で
読
ん
だ
こ
と

も
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
、
他
人
様
の
こ
と
で
、
自
分
が
そ
ん
な
渦

中
に
な
ん
て
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
然
し
そ
の
こ
と
は
、
心

の
隅
の
ど
こ
か
に
生
き
て
い
て
、
し
ら
ず
し
ら
ず
の
間
に
、
何
か

に
つ
け
て
、
事
を
そ
ち
ら
の
方
へ
持
っ
て
行
っ
て
い
た
。

〃
ま
さ
か
〃
と
い
う
気
持
が
、
〃
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
″
と
い
う
気

持
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

な
気
持
が

れ
て
い
た

潔
で
、
破

見
せ
る
ん

た
。
友
達

う
。ん

と
揃
っ

て
く
る
。

る
。
は
じ

お
伴
さ
し

み
つ
と

お
姑
さ
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と
言
っ
て
出
し
て
来
て
、
和
夫
の
手
元
に
並
ん
で
い
る
も
の
を

広
げ
て
、
目
の
前
に
置
く
。

和
夫
も
、

「
う
わ
ぁ
、
こ
り
や
有
難
い
」

と
、
大
ぎ
よ
う
に
喜
ぶ
。

和
夫
と
姑
は
、
見
え
ぬ
糸
で
つ
な
が
れ
て
い
て
、
自
分
は
、
そ

の
ら
ち
外
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

お
と
と
い
の
夜
半
。

確
に
姑
が
離
れ
の
部
屋
の
前
の
廊
下
を
、
行
っ
た
り
来
た
り
し

た
。
ぱ
っ
ち
り
と
目
が
さ
め
、
神
経
が
自
然
に
そ
ち
ら
へ
集
中
し

た
。
足
音
を
忍
ば
せ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
え
た
。

便
所
は
姑
の
部
屋
の
側
に
も
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。

わ
ざ
わ
ざ
遠
い
離
れ
の
便
所
に
来
る
必
要
は
な
い
。

今
ま
で
に
も
何
回
か
あ
っ
た
。

和
夫
は
、
全
然
気
付
か
ぬ
気
に
寝
て
い
た
。

八
今
夜
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
言
お
う
Ｖ

八
そ
う
だ
。
こ
の
新
聞
の
記
事
を
切
り
抜
い
て
、
机
の
上
に
置
い

と
こ
う
。
そ
れ
を
話
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
Ｖ

新
聞
を
片
付
け
、
切
り
抜
き
を
机
の
上
に
置
く
。

咲
き
き
そ
っ
て
い
る
赤
い
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン
が
、
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

和
夫
を
気
嫌
よ
く
さ
せ
て
お
く
方
が
、
話
し
易
い
。
う
ん
と
、

ご
馳
走
を
つ
く
ろ
う
。

心
は
ず
ま
せ
て
、
買
物
に
出
掛
け
た
。

８１

夕
方
、
和
夫
を
玄
関
で
迎
え
た
美
保
は
、

「
今
夜
は
、
早
く
離
れ
へ
引
き
あ
げ
て
ね
」

と
、
早
口
に
言
っ
た
。

「
何
や
、
ま
た
あ
ら
た
ま
っ
て
」

何
か
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
和
夫
の
目
つ
き
を
、
つ
き
は

な
す
よ
う
に
、

「
話
が
…
…
、
後
で
…
…
」

と
、
く
る
り
と
後
ろ
を
見
せ
て
、
台
所
へ
行
く
。

和
夫
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
美
保
の
主
張

を
、
そ
の
後
姿
に
感
じ
、
ど
き
っ
と
す
る
。

八
お
母
さ
ん
と
、
何
ど
あ
っ
た
ん
や
ろ
か
Ｖ

い
つ
も
と
変
ら
ぬ
夕
食
の
様
子
に
、
ほ
っ
と
し
た
が
、
食
後
美

保
が
、
忙
し
げ
に
、
さ
っ
さ
と
片
付
け
ご
と
を
す
る
の
で
、
和
夫

は
母
に
、

「
日
曜
日
の
疲
れ
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
今
日
は
ど
う
も
身
体
が

１
１６５
１

〆.･〆
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「
え
？
な
ん
で
や
」

「
あ
た
り
ま
え
や
な
い
の
。
私
が
買
い
た
い
ね
ん
。
男
の
人
に
は

わ
か
ら
へ
ん
か
し
ら
ん
け
ど
。
そ
ん
な
こ
と
に
も
、
女
の
喜
び
が

あ
る
ん
よ
・
そ
ん
な
こ
と
は
っ
き
り
わ
か
ら
ん
か
つ
た
け
ど
、
お

姑
さ
ん
に
さ
れ
て
み
て
、
わ
か
っ
た
わ
」

「
ふ
う
ん
。
そ
ん
な
も
ん
か
い
な
あ
。
今
度
買
う
て
来
た
ら
、
〃
美

保
が
買
い
た
い
言
う
て
ま
す
″
て
言
う
た
る
わ
」

「
そ
ん
な
言
い
方
…
…
。
何
か
え
え
言
い
方
な
い
か
な
あ
、
し
ょ

う
が
な
い
。
お
姑
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
辛
抱
す
る
わ
」

八
大
き
な
問
題
や
。
ど
う
せ
一
波
乱
は
あ
る
。
覚
悟
せ
ん
と
…
Ｖ

口
を
つ
い
て
出
る
言
葉
は
軽
く
な
っ
た
が
、
緊
張
感
は
増
し
て

く
る
。

「
新
聞
の
切
り
抜
き
見
た
？
」

「
い
い
や
、
な
ん
や
」

「
こ
れ
」
和
夫
に
手
渡
す
。

太
文
字
を
見
た
和
夫
は
、

「
お
、
ま
、
え
。
こ
ん
な
こ
と
考
え
と
っ
た
ん
か
…
…
」

記
事
に
目
を
走
ら
せ
な
が
ら
、

「
あ
ほ
や
な
あ
…
…
。
そ
れ
で
か
っ
か
し
と
っ
た
ん
や
な
。
あ
ほ

ら
し
い
て
何
ん
に
も
言
わ
れ
へ
ん
」

切
り
抜
き
を
、
机
の
上
に
ぽ
い
と
放
る
。

「
何
ん
で
そ
ん
な
こ
と
思
た
ん
や
」

「
あ
ん
ま
り
、
お
姑
さ
ん
と
仲
よ
す
ぎ
る
ん
や
も
ん
」

和
夫
は
だ
ま
っ
て
廊
下
に
出
る
。

美
保
は
ど
き
っ
と
す
る
。

八
お
こ
っ
た
か
な
Ｖ

八
あ
、
ト
イ
レ
だ
Ｖ

ほ
っ
と
す
る
。

ト
イ
レ
の
中
で
和
夫
は
ぶ
る
つ
と
身
ぶ
る
い
を
し
て
、

八
あ
い
つ
、
あ
ん
な
こ
と
を
考
え
と
っ
た
ん
か
Ｖ

〃
親
ぱ
な
れ
″
〃
子
ぱ
な
れ
″
何
時
か
友
達
か
ら
聞
い
た
言
葉
が

頭
を
よ
ぎ
る
。

ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
来
た
和
夫
は
、
け
ろ
っ
と
し
て
い
た
。

（
つ
づ
く
）

１
１６６
１

重
か
っ
た
。
年
か
な
。
今
夜
は
早
よ
や
す
み
ま
す
。
お
先
に
…
」

八
じ
ょ
う
ず
に
言
え
る
口
、
持
つ
と
う
や
な
い
の
Ｖ

「
よ
う
あ
ん
な
こ
と
。
〃
年
か
″
な
ん
て
。
し
っ
か
り
し
な
は
れ

や
」和

夫
が
離
れ
に
引
き
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
美
保
も
す
ぐ
後
か

ら
、「

お
先
に
…
…
。
お
や
す
み
な
さ
い
」

「
あ
ん
た
も
早
寝
で
つ
か
」

「
は
あ
、
す
み
ま
せ
ん
」

「
仲
の
え
え
こ
っ
ち
や
」
と
小
さ
い
声
。

姑
の
い
や
味
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
聞
こ
え
な
い
振
り
し
て
、

さ
っ
さ
と
離
れ
へ
引
き
上
げ
た
。

今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
、
今
夜
の
美
保
は
や
っ
て
の
け

た
。

９１

「
話
て
何
ん
や
」

和
夫
の
方
か
ら
口
火
を
切
っ
て
く
れ
た
の
で
、
ほ
っ
と
す
る
。

「
土
曜
日
の
夜
中
に
、
お
姑
さ
ん
が
廊
下
を
歩
い
て
は
っ
た
ん
、

あ
ん
た
気
が
つ
か
な
ん
だ
？
」

ず
ば
り
本
筋
へ
切
り
込
む
。

「
あ
あ
、
そ
ん
な
こ
と
か
。
あ
れ
は
お
母
さ
ん
の
く
せ
や
」

「
く
せ
？
」

余
り
に
思
い
が
け
な
い
言
葉
に
、
美
保
は
拍
子
抜
け
す
る
。

「
高
校
へ
は
い
っ
て
、
僕
が
離
れ
に
寝
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
い

つ
つ
も
や
っ
た
。
ふ
と
ん
は
ね
て
へ
ん
か
見
に
き
よ
っ
た
ん
や
。

そ
の
く
せ
が
残
っ
と
ん
の
や
」

八
う
ま
い
こ
と
言
う
て
Ｖ

「
お
嫁
さ
ん
が
お
る
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
お
か
し
い
わ
。
私
は
い

や
や
。
〃
も
う
大
丈
夫
や
か
ら
、
来
ん
よ
う
に
″
て
言
う
て
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
か
い
。
そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん
の
う
な
る
や

ろ
。
実
際
回
数
は
、
へ
っ
て
来
て
る
」

八
ち
ゃ
ん
と
、
知
っ
て
い
た
ん
だ
。
知
ら
ん
振
り
し
て
…
…
。
こ

の
際
み
ん
な
言
う
て
し
ま
お
Ｖ

「
あ
ん
た
の
肌
着
を
頁
う
て
来
て
の
ん
も
い
や
や
」
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